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D  33 住 宅プ ラ ンに お け る家 事空 間 の検 討

奈良女大家政 ○今丼範子 田中理恵 扇田f言，

〔(社)日 本家政 学 会

（ 第1 報 ） 一 洗 濯 機 の 配 置 形 式 の 検 討 一

聖m,女学枝短大 深渾久美，松下電工㈱ 橋本良子

目的　最近, ①設備等の発達で洗濯機をどこにでもおけるように･なったこと. R 浴室を寝室圏におくプ

ランの普及( 洗濯機を家事●に残す）R 化粧室的な雰囲気でしつらえるなど，洗面脱衣室を居住室的にと

らえる住要求，住意識の変化　等によって，洗濯機を洗面脱衣室に置いてきた従来のやり方に対し，プラ

ンの中でそれ以外に配置させるあり方を再検討する必要がでてきた. 洗濯機の配置形式として. 従来の①

『洗面脱衣室』に対し②『台所』③「家事室（ユーティリティ）』の２形式が主要な型としてありうる．特に台

所に置く形式は，現在までのところ一般的には用いられてこなかった．これは，欧米では一般的な形式々!

あるけれども，この形式が日本の住宅にも受け入れられるのかどうか検討することが目的の一つである．

方法　各形式ごとに対象を選定し，近畿圏（阪神･，北摂，京阪，阪奈降）の総20地区の住宅を対象に質

問紙調査及び聴き取り翻査し■ft.有効回収数は『洗面脱衣室に置く型』158 戸，『台所に置く型』戸建て

住宅51戸・マンション101 戸，「家事室に置く型」37戸である，調査時期は1981年11～12月,   1982年11月．

結果(l) 居住者の洗面脱衣室観は居住室的志向が強い.    (2)『台所に洗濯槻を置く型』の検討:  ①この型

に対する居住者の満足度は，半数刀ヽ満足しており■ - 応受け入れられている．しかし考慮すべき点がいく

つか指摘される. R この型の利点　「台所仕事をしながら洗濯機のめんどうがみれる」が第１位にあがる．

洗濯機の自動化が進んであまり手間がかからなくなったとはいえ，主要な２つの家事作業がまとめられた

メリットは大きいようである. R  '台所に置く型」の不便な点・問題点　1.洗濯機が浴室から離れたこと

によって「残り湯利用の不便」「下洗い・手洗いに不便」「よごれ物を脱衣室から運ぶ不便」がある.

2.台所に洗濯機を持ち込んだことによって，「台所の油物等で洗濯物が汚れる心配」「台所でよごれ物を

あつかうのは感覚的にいや」という特に,･調理内容・習慣の違う日本の台所に洗濯という作業をもち込む

ことの矛盾点がうかがわれた. 台所設備に組みこんでオープンに続けるよりも, 洗m スペースは空間的に

区切りをつける方が望ましい. 台所に洗濯機を持ち込む限りDK 型はまずく.   K 独立が前提となる.

(2)『家事室に置く型』：この型の満足度はきわめて高くこの型以外の居住者の志向もこの型に向いている．

D 34
住宅プランにおける家事空間の検討(第2報)一転用による家事処理の現状と家事室要求－

奈良女大家政 今井範子 田中理恵 扇田信,聖m女学院短大 深深久気 松下電工㈱ ○橋本良子

目的　昨年度の第１～2 報＊では，独立住宅において洗濯に関連する家事行為（洗濯物のとり込み・た

たむ）.   T イロンかけ，つくろいもの，さらにミシンかけ，洋裁・和裁. 記帳などの一連の家事行為を部

屋の転用で行っている結果，さまざまな生活上の不都合が存在することを明らかにした．と同時に家事室

・3. ―ティリティなどを望む居住者の意識も確認することができた．　　　　 さらに，本報では，戸建て

住宅にくらべ，間取りがパターン化され，住戸面積の小さい集合住宅について，これら家事行為と部屋の

使われ方の現状および，その問題点岑明らかにするとともに，家事専用スベこスに対する要求をみる．

方法　家事室，ユーティリティ等，特に家事作業のための専用スペースが計画されていない集合住宅と

して，規模（4LDK.5LDK 80 ～100   ㎡中心）間取りの点で妥当と思われる分穣マンションを，調査対象とし

て選定し，質問紙調査を実施した．阪神，阪奈間の３箇所のマンションから101 票の有効票をえた．

調査時期は1982年11月上旬～12月上旬．

結果　各家事行為と部屋のつかわれ方について,    3つのパターンか見いだせる. ①1 室に集中している

型,   c 2室に分かれている型.   R 3 室にわかれる型．特にほとんどの家が，ＬＤでなんらかの家事を行っ

ているのが特徴．転用時の問題点として，①ふいの来客時困る,   ②部屋がちらかる. ⑧道具・衣類か広げ

にくい，等があげられる．全くさしつかえないとする家は.    3割程度．何らかの不便をうったえる家のう

ち，あえて転用を希望するタイプの家は.   1割にも達っせず.    9割の家が. 家事専用スペースの必要性を

主張している.
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